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　高度な基礎科学の研究と臨床研究の橋渡しをする研究として、トランスレーショナル・リサーチが日本
や欧米各国で推進され始めている。2006年 10月 3日に米国国立衛生研究所（NIH）のZerhouni 所
長は、臨床研究やトランスレーショナル・リサーチを推進するための新しいナショナル・コンソーシア
ムの発足を発表した。コンソーシアムは、「臨床およびトランスレーショナル科学資金」を獲得した12
の機関から構成され、2012年までには追加の機関を加えて全米の60機関が互いに連携協力して、 治
験の設計、研究人材の育成、トレーニングなどの改善等により、臨床研究やトランスレーショナル・リ
サーチの進展や活性化を図る。米国の臨床研究は日本より既に進んでいるにもかかわらず、今後一層進展
させようとする動きは注目される。
トピックス1　NIH支援による全米規模の臨床研究コンソーシアムの発足
　高度な基礎科学の研究成果が臨床研究にもたら
されて、新しい治療法や医薬品が迅速かつ効果的
に患者へ提供されることは、国民の健康の維持や
向上に対して重要であると考えられる。しかし、
基礎科学の研究成果を直接、臨床研究に適用する
ことは多くの場合は不可能である。両者の間には
大きな隔たりがあるため、基礎と臨床の間の橋渡
し研究が必要であるとされている。これはトラン
スレーショナル・リサーチと呼ばれ、日本や欧米
各国で推進され始めている。
　2006年 10月３日に、米国国立衛生研究所（NIH）
のZerhouni 所長は、臨床研究やトランスレーショ
ナル・リサーチをどのように導くかを検討するた
めの、新しいナショナル・コンソーシアムの発足
を発表した１）。
　コンソーシアムは、まず、「臨床およびトラン
スレーショナル科学資金」（CTSAs, Clinical and 
Translational Science Awards）を獲得した 12機関
で形成され、５年間、実施される。また、別の 52
機関も、コンソーシアムに参加するための準備資
金を獲得している。計画では、2012 年までには、
米国内の約 60機関がコンソーシアムを形成し、共
同で臨床研究やトランスレーショナル・リサーチ
の実施を活性化する予定である。
　CTSAsにおいて対象にしている研究課題と方策
の例は、以下の通りである。
蘆 まれな疾患についても新しい治療法の利益が得
られるような臨床治験の設計開発
蘆 研究上の発見を臨床治験や医療へ適用できるよ
うにトレーニングされた次世代の研究者を教育
および育成できる環境の構築
蘆 臨床研究における新しい情報科学のツールのデ
ザイン
蘆 対象とする研究領域を完全にカバーした学際的
な研究チームの形成　等
　CTSAsの資金提供の対象となるのは、施設（臨
床研究センターなど）の新設および増強や研究費
（個人の研究者に対する研究費、機関で実施する
トレーニングや育成のための研究費など）である。
特定の疾患に対する医療センター、臨床治験ネッ
トワーク、トランスレーショナル・リサーチの研
究者のトレーニングや育成などの支援に対しても
資金を提供する。CTSAsの予算は、新しく立てら
れたものではなく、NIHの既存の臨床研究やトラ
ンスレーショナル・リサーチのプログラム、およ
び生物医学研究推進に向けた戦略である『NIHロ
ードマップ』の臨床研究に関するプログラムの予
算から出ている。１年目（2006 年）の総予算は約
１億US$で、５年間で合計５億US$を 60 機関に
提供する予定である。
　CTSAsは昨年の 10月に新規のNIH支援のプロ
グラムとしてアナウンス２）されたが、その際には
コンソーシアム形成には触れられず、今回、第一
回目の採択機関の発表と同時にコンソーシアムの
発足が発表された。米国の臨床研究は、日本より
既に進んでいるにもかかわらず、今後、一層進展
させようとする動きは注目される。
　なお、採択された 12機関は次の通りである：コロ
ンビア大学健康科学部（ニューヨーク州）、デューク
大学（ノースカロライナ州）、メイヨー・クリニック
医科大学（ミネソタ州）、オレゴン健康科学大学（オ
レゴン州）、ロックフェラー大学（ニューヨーク州）、
カリフォルニア大学デイビス校（カリフォルニア州）、
カリフォルニア大学サンフランシスコ校（カリフォ
ルニア州）、ペンシルベニア大学（ペンシルベニア州）、
ピッツバーグ大学（ペンシルベニア州）、ロチェスタ
ー大学（ニューヨーク州）、テキサス大学健康科学セ
ンタ （ーテキサス州）、イエール大学（コネチカット州）
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